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腫体積変化率を算出した。針生検標本に対して Estrogen receptor(ER)，Progesterone receptor(PR)，





の筋腫縮小率と ERの LIにも有意な正の相関が認められた(r=0.665，p=0.005）。PRの LIと縮小率に
















その後自然閉経を迎えた 16 例を対象とした。 MRI画像ならびに超音波画像所見から、GnRHa 投与前
後における子宮筋腫体積の縮小率と、閉経前後における筋腫体積縮小率を算出した。本研究では子宮
筋腫増大に関与することがすでに知られている女性ホルモンレセプターEstrogen receptor(ER)およ
び Progesterone receptor(PR)と、血流に関与する可能性のある Vascular endothelial growth 
factor(VEGF)を候補因子とし、針生検標本に対してこれらの免疫組織化学染色を行い，ERと PRにお
いては Labeling index(LI)を算出して縮小率との相関を検討し，VEGF に関しては発現の有無と縮小
率との相関について検討した。 
GnRHa投与後の縮小率と ERの LIに有意な正の相関が認められ(r=0.713、p=0.021）、閉経後の縮小
率と ERの LIにも有意な正の相関が認められた(r=0.665、p=0.005）。PRの LI と GnRHa投与後および





 本研究では GnRHa療法前や閉経前の組織標本における ER LI および VEGF発現がその後の縮小効果
を予測し得る可能性がはじめて示され、その成果は子宮筋腫に対する保存的治療選択の可能性を広げ
るものと考えられた。以上より、本研究は学位論文として価値あるものと認められた。 
